イン シュ タイン 自身 も 「自分の 一般 原理 を 理解し うる 

人 は 世界に ーダ— ス とはいないだろう」 というよ うな 

意味の 事 を 公 言 したと 伝えられ ている。 そして この 一一 一一 n 

葉 もまた 人 さまざまに いろいろに 解釈され もてはやさ 

れ ている。 

しかし この 「理解」 という 文字の 意味が はっきりし 

ない 以上 は 「理解し にくい」 という 言詞の 意味 もき わ 

ばく ぜ ん 

めて 漠然とした ものである。 とりょう によって は、 ど 

うにで も 取られる。 

もっとも 科学 上の 理論に 限らず 理解と いう 事 はいつ 

でも 容易な ことで ない。 たとえば われわれの 子供が わ 



れ われに 向かって 言う 事で も、 それから その子 供の ほ 

ん とうの 心持ち をく み 取る 程度まで 理解す るの は 必ず 

しも 容易な 事で はない。 これ を 充分に 理解す るた めに 

は、 その子 供 をして そういう 一一 一一 n 辞 を 一一 一一 n わしむ るよう に 

ちし つ 

な つ た 必然な 沿革 や 環境 や 与件 を 知悉し なければ なら 

ひっきょう ぼつ ぶんぎょう おやじ 

な い。 それ を 知らなければ 畢竟 無理解 没 分 暁 の 親爺 

たる 事 を 免れ 難い かもしれ ない。 まして や 内部生活の 

疎隔した 他人 はなお さらの 事で ある。 

科学 上の、 一見 簡単 明瞭な ように 見える 命題で も 

やはり ほんとうの 理解 は 存外 困難で ある。 たとえば 

ニュ— トンの 運動の 方 則 というものがある。 これ は 中 



では 不充分で ある 事 はもち ろんで ある。 外国へ 出て み 

なければ 祖国の 事が わからな いように、 あらゆる 非 科 

学 ことに 形而上学の ような ものと 対照し、 また 認識論 

というよ うな 鏡に 照らして 批評 的に 見た 上で なければ 

科学 はほんと うに は 「理解」 される はずがない。 しか 

しそうい う 一般的な 問題 は 別と して、 ここで 例に とつ 

た 二 ュ— トンの 方 則の 場合に ついて 物理学の 範囲 内 だ 

けで 考えて みても、 結局 ニュ ） ^ン 自身が 彼 自身の 方 

ほうちゃく 

則 を 理解して いなかつ たという パラドックスに 逢着 

する。 なんと なれば 彼の 方 則が いかなる もの か を 了解 

する 事 は、 相対性理論 という ものの 出現に よって 始め 



相対性原理の 比較的に 深い 理解 を 得る ために は その 

数学的 系統 を 理解す る 事 はお そらく 必要で ある。 しか 

しそれ は 必要で あるが、 それだけ では まだ 「必要 かつ 

充分な 条件」 にならない 事 も 明白で ある。 数学 だけ は 

理解しても、 少なくも アイ ンシ ユタ インの 把握して い 

る ごとく この 原理 を 「つかむ」 事 は 必ずしも 可能で な 

ヽ o 

レ 

また 一方に おいて、 数学の 複雑な 式の 開展を 充分に 

理解し ないで しかも、 アイ ンシ ユタ インが この 理論 を 

構成す る 際に 歩んで 来た 思考 上の 道程 を、 かなりに 誤 

ら ずに 通覧す る 事 も 必ずしも 不可能で はな いので ある _ 



る 人 は、 すでに 立派に 一般論の 門戸に 導かれるべき 資 

格 を 備えて いる。 そして そこに 再び 第二の コロン バス 

ほうちゃく 

の 卵に 逢着 する だろう。 

本論に はいって からの やや 複雑 を 免れない 道筋で も 

専門家 以外に は 味わわれな いような ものば かりで ある 

と は 思われない。 もし どうしても わからな いもので 

あったら、 アイ ンシ ユタ イン 自身が その 通俗 講義 を 書 

くような 事 はお そらくなかった に 相違ない。 私 は どん 

なむつ かしい 理論で も それが 「物理学」 に 関した もの 

しろうと 

である 限り、 素人に どうしても なんらの 説明 を もす る 

事 もで きない ほどに むつ かしい ものが あると は B じら 



一 人で ある。 それで 無 終 無限の 道程 をた どり 行く 旅人 

として 見た 時に プト レミ ー もコぺ ル 二 クスも ガリ レ— 

もニュ —， ^ンも 今の アイ ンシ ュ タイン も 結局 はた だ 同 

じ 旅人の 異なる 時の 姿と して 目に 映る。 この 果てな く 

見える 旅路が 偶然に も われわれの 現代に 終結して、 こ 

れで いよいよ 彼岸に 到達した の だと 信じうる だけの 根 

拠 を 見いだ すの は 私に は 困難で ある。 

それで 私 は 現在 あるがままの 相対性理論が どこまで 

保存され るかと いう 事 は 一 つの 疑問に なりうる と 思う。 

しかし これに 反して、 どうしても 疑問に ならない 唯一 

の 確実な 事実 は、 アイ ンシ ユタ インの 相対性原理 とい 



う ものが 現われ、 研究され、 少なくも 大部分の 当代の 

学界に 明白な 存在 を 認められ たという 事実で ある。 こ 

れ だけの 事実 はいかなる 疑い深い 人で も 認めない わけ 

に はいかない だろうと 思う。 

これ はしかし 大きな 事実で は あるまい か。 科学の 学 

説と して これ 以上 を 望む 事が はたして 可能で あるか ど 

うか、 少なくも 従来の 歴史 は 明らかに そういう 期待 を 

否定して いる。 

こういう わけで 私 は アイ ンシ ュ タインの 出現が 少し 

も 二 ュ— トンの 仕事の 偉大 さ を 傷つけ ない と 同様に、 

アイ ンシ ュ タインの 後に きたるべき X や Y のために 彼 



ベ つけん 

少なくも 敝 SI 見す る 事が できる だろうと 思う。 

(大正 十 一 年 十二月、 改造) 
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